
広報　常陸大宮　　　　平成２３年４月号１８

　左のグラフ１は、常陸大宮市の国民健康保
険加入者が平成２１年５月の１カ月間にかかっ
た医療費の内訳です。高血圧性疾患・腎不全・
糖尿病のいわゆる生活習慣病での医療費は、
３１．３９％と全体の３割を超えていることが分
かります。
　生活習慣病は、日頃の生活習慣を見直すこ
とによって、予防・改善が可能な病気である
ことは皆さんご存じのとおりです。
　病気になると、どれくらいの医療費がかか
るのか、高血圧を例にとってまとめたのが下
の表です。
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　高血圧で、１カ月にかかる医療費は約１万１千円です。
　高血圧の内服を１年間遅らせた場合、約１３万２千円の節約、１０年間遅らせた場合、約１３２万円の医療費を節約
することができます。
　また、４０年間内服をしなかった場合、約５２８万円の医療費を節約することになります。
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　平成２１年度の特定健診の結果、正常高値血圧※の範囲にいる方は約８００人います。８００人全員が内服を開始した場
合、市全体で１カ月約８８０万円、１年で約１億６００万円もの医療費がかかることになります。
　医療費の増加は、皆さんの保険料にも影響しますので、治療に至らないよう予防していくことが、とても大切
になってきます。
 
※正常高値血圧…血圧値が１３０～１４０未満／８５～９０未満であって、正常血圧（１３０／８５未満）より高めだが、すぐに治療を開始する

必要はない。しかし、将来高血圧に移行する恐れのある状態。

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１
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